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I 問題の視点

施設養護が専門職の干による社会援助的活動と

しての役割を担うと仮定した場合、そのかかわり

の結果、施設職員は一体何を提供することが可能

なのであろうか。間し1かけに対する解答を得ょう

とするならば、ソーシャルワーク在意識し、少な

くとも実践過料を円環的流れの中で捉えながら状

況を分析し、態度決定をする際の判断基準に影響

を及ぼす対象やみ法、理由に関連する知識やそこ

に介在する媒休、駆使された援助技術が何で、ある

のかを明確にし、説明できる状融iとあるとと

要になる。しかし、児童養護施設における実践の

実態を概観する限りでは、揺過程やそこ

られる援助技術の機能等について、

1も

1てもソーシャノレワーカー

としての役割が題持されている児童指導良には、

必ずしも社会福祉士としての右資格喪{牛が義務づ

けられてはいない。

ソーシャルワーク実践を意識した事例報

告・研究・教育法(日本社会福祉実践理論学会、

2004 ;川村隆彦、 2003;津田耕一・相津誠治樹;

2001、市川隆一郎、 1999;日本社会福祉士会、

1994など)も出版されてはいるが、秋山智久が

指摘するように児童養護施設をはじめとする居住

型社会福祉施設は、従来のソーシャルワークと時

ばれる専門的方法とは異なったケアワ…ク(日常
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ド、本章ではsocialwork with groups 

とれを表記する)は、これまでソーシャルワーク

を構成する主要な一つの実践方誌として説明

てきた理史的経緯がある。ところが、グループ

ワークの我が国における取り組みは、「社会福祉

専門職が業務の遂行過程で駆使する専門的な援助

技術j とすること自体の認識に欠けていたように

思われる。

そこで、本楠においては、とのような認識から

出発して、直接支援職員が取り組む専門的な援助

過程としての実践体系を理論化していくための千

掛かりをソーシャルグループワークにおける援助媒

体の特質瑚.解と活用を例示することで求めたい。



ソーシ

E ソーシャ)t，ゲ)t，-プワークの援助媒体

児童養護施設の生活場面(居室)を中心とする

施設養護の支援過程にソーシャルグループワ…ク

の理論に基づく実践が、どのように脱閲されてい

くべきかを検討する場合に著弓すべき

であり、

する環境であるという認識である。特にその環境

の一部であり大きな影響力を与える存在としての

施設職員には、労働条件や教育等の不十分さから

りよがりな論理観、画一性

ざ

る。このよう

組んでいる施設関係者も多数見受け

題の解決には来っていないように思われる。

とはいえ、 a方で問題解決に向けた意識的取り

組みの努力が、施設養護の枠組みの中でソーシャ

ルワークの理論とスキルの話用の可能性を与える

とントになった

たと

ことを耐難にしていたとして

的な環境への関係の持ち方によっては、生活形成

能力(生活を設計したり管理する能力など)の獲

得状流に影響を与えるとと、②所与の環境と効果

的に相互作用する関係の中で、 子ども遣のコンピ

テンス(competence )が形成されることに職員

じて

にシェーマ

(schema)化すること、 eシェ…?のズレと修

正過程で子ども達の中に生ずる問題の発見と修正

及び解決法の学習と経験過程への支援を職員は行

い続けることによって施設穣識の枠組みの中で

ソーシャルワークの理論とスキ

i、2000: 1“ 2) 

っ
とすれば、今 a度施設生活の集団性そ見直さなけ

ればならない。

すなわち、施設生活の集団性を再評価し、集団

がもっpositiveな傾向をグループワークの技術を

用いて揖極的に施設実践に活かすことである。施

クの児童養護施設への鴻肘

係、③員。語的コミュニケーション、

ミュニケーション、⑤環境の意凶的選択と脅Ijj告で

あるとした。大利一雄(大利、 2003: 50) は

1949 の「グループワーカーの機能に関する定

心W)から、①メンバ…

グラ

な社会と

確認したり…ド (K.E. Reid) 

カーとメンバ…間の相互作用、②メンバー同士の

相互作用、③ブ口グラム過程、④会合の場の設

定、⑤社会資源の活用・創出というら要素をあげ

ている。

してし1

役割体系の形成といった集団関係の総体としての

集団過程に、グループワ v カーが意図的に働きか

ける時のチャンネルである。J(窪田、 2000: 69) 

と;述べている。 G.コノブカ(コノブカ、福田垂

1967 : 68) は、グルーヅワーカーとして

すな

プワーカーと

よる相互作沼、③個人の欲求と、グんープの要請

にかかわるプログラム活動を区別して用いると

と、⑨グループの成員の相互作用、である。

盟国はこれを、(部グル…ヅワ…カーとグループ

と ブワーカーとメンバーとの関
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係、 ブメ とグルー

けではなく例証の提示の仕方が実践現場の実務家

にとって示唆を与えてくれると考えるからであ

る。

皿 グループワーカーとグループとの関係

児童養護施設において、グル…ブワーカーとい

う職種は存在しないが、少なくともグループワー

ク実践を展開しようと試みた場金、グループワー

カー(以下本文では、ゾ…シャルワ…カーとして

め

ことが期待される。もちろんグループワークを屡

開する場合、施設職員全てが担うべき課題を含ん

でことが前提となる。

グループワーカーの存花は、集団を安定させる

基本的な構成要素となる場合がある。それは、集

団の特質、 fども速一人ひとりや、そこにおける

相互作用のダイナミックス(力動)を十分に理解

しようと初めるから℃ある。また、ほとんどの場

合、児童相談所で一時保護されている時点や担当

グループの発足や形成のプロセス(過程)に
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っていて、担当児童福祉司や子ど

じめとする保護者、近隣の学校教育機

じているからである。集団を安

施設における事

のに問題があ

るか、あるいはグループワークを意識

子ども本人を含む関係者との閉で組み立てていな

い可能性がある。多くの場合、グルー

から、あるいはグループと並行して行われている

健助関係に問題が潜在していることをなえすもので

あるので検討が必要である。(窪田、 2000: 

またグループワーカーは、子ども遠のグループ

に対してさまざまの異なった役割を適切にとるこ

とによって、グループ内の相互関係に影響な与え

る。伊iえば、子ども内のリーダーの(動き在支媛し

(v)じめや年土から

に対する態度を明らかに

1，11運営を促進するなど、重要な働さ

とができる。グループワーカーは、

しての役割を避けることはできなし

明確な関与から間接的でやや概昧な役割まで、ほ

ぼその順序に沿って列挙すれば、 φ統制者、骨グ

ループリーダ一、③教師、④積極的な傘加オブ

ザーバ一、⑤助言者、⑥情報提供者、⑦施設・間

体の代表者、⑧複合実践者などがあげられる。

(窪田、 2000: 70) 

して

パーによる暴言・暴

とは、緊急事態や、心身
山戸内"""仇伽i伊丹次笠 伊iえ

メン

パーに対する妨害や威庄、

フ等による脅し危険な物品の損壊など、グルー

プ場面ではさまざ、まの事件が起こり、グループ

ワーカーはそのような時には、大声や機敏な行

動、または、静かで気持ちを落ち着かせるような

声かけ、具体的で直接的な指示などでグループ全

体を短時間に把悔し、子ども連を危険や不安から

守らなければならないことがある。またそれは、

危険を起こそうとしている子ども自身をも守るこ
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とである。グループワーカーは必要に応じて踏み

込んだ統制者としての役割をとることもできなく

てはならない。(窪田、 2000: 70) 

それに次いで積極的な役割は、②グループリー

ダーとしての役割と、③教師としてのそれであ

る。②グループリーダーとしての役割において

は、児童相談所から初めて施設にきて相互にまっ

たく面識のないメンバーが集まった最初のミー

ティングなどでは、グループワーカーが、アイス

ブレイクを意識したゲームやその子の好物を取り

入れた食事会・お茶会などで受け入れのためのグ

ループの許容的な雰囲気をっくり、本人やメン

バーの参加しやすいプログラムを工夫したり相互

作用を促進したりして、リーダーとして機能した

方がよい場合もある。しかしこのような積極的な

役割は、よい雰囲気作りの呼び水または導火線で

あり、職員がグループリーダーをいつまでも続け

ない方がよいことはいうまでもない。子ども達

は、自分がしてもらえた事柄を少しず、つで、も他の

人に行おうと試みる場面が生まれる場合があり、

そこでは大いにプラスの評価を行うことが必要で

ある。③教師の役割はメンバーを含めて最もわか

りやすく、共通の理解に基づいた援助が可能なの

で、グループワーカーとしての経験や知識が必ず

しも十分でない場合などはとりやすい役割であ

る。野球の経験がある児童指導員が野球教室や野

球部といった活動を始めやすいことは理解できる

であろう。(窪田、 2000: 70 -71) 

最もよくみられる役割は、④積極的な参加オブ

ザーバーとしての役割と、⑤助言者、⑥情報提供

者、⑦施設・団体の代表者としての役割を適宜に

組み合わせ、場面によってそのどれかを前面に出

して活動に参加する⑧複合実践者としての態度で

ある。その際、子どもメンバーのとるリーダー

シップを尊重し、決してその「競争者」の役割や、

「施設の代表者としての監視役」を強調しないこ

とが肝要である。子ども達のミーティングに出ず

に、留守番や、職員会議などの職員との打ち合わ

せに重点を置く万がよい場合もある。(窪田、

2000 : 71) 

しかしいずれの場合であっても、児童養護施設

の代表としての役割を放棄することはできない。

意見表明権を尊重し民主的な話し合いによって決
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められた規則の説明、グループからの要求の取り

まとめや必要な仲介、予算や施設利用の円滑な運

用とその過程へのメンバーの参加の促進(幼児・

低学年を除く)、記録の保管や関係団体への連絡

等がこれに伴う。

グループ過程を豊かにするためには、グループ

ワーカーがメンバーとグループの必要に応じて、

柔軟な姿勢を維持し、その役割のとり方を工夫す

ることが必要である。(窪田、 2000: 71) 

IV グループワ-力ーとメンバーとの関係

第 lにグループワーカーは、望ましい変化を期

待してグループワーカーと個別メンバーとの関係

を媒介として集団過程に影響を与え援助を提供す

る場合がある。(窪田、 2000: 71) 

特に集団との接触を不安に思う子どもや、長い

間の孤立や引きこもり、大人に対する不信感など

から社会関係の特に乏しかった子どもなどは、初

回参加時に心理的安定の手掛かりを、顔見知りの

グループワーカーとの関係の中に求めることがあ

る。このことは、施設人所前の事前面接や人所時

の寮舎受け入れ時によく見られる。グループ

「ワーカーは安定感の供給源として機能すること

によって、一人のメンバーの高い不安や緊張がグ

ループ全体に波及することを防ぎ、その負担を軽

くすることによって、平常の活動のレベルを確保

する。J(窪田、 2000: 71-72) 

第 2にグループワーカーは、メンバーの積極的

参加を側面から援助し、「グループの一般的な目

的を個々のメンバーのニーズと照らし合わせ、具

体的な個別目標として本人が主体的にとらえ直す

のを援助する。同時にまた活動プログラムの内容

によって、個別の二一ズに合わせたて夫の採用を

薦めたり、個別化したプログラムに共に加わった

りして」、「グループの全体に個別化の必要性を伝

え、かっその特定のメンバーが疎外感なくグルー

プに参加できるよう援助するのである。J(窪田、

2000 : 72)例えば、雨で室内野球を望む子どもに

通常使用しているバットやボールの代わりに紙を

使った道具を用意するなどの材料の変化や、各種

ゲームのルールについてのハンディの設定、参加

人数の変更や他のメンバーとはちがった活動を用
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くことなどである。そのような{鶏き

ワーダーの負担を軽くすることでもある。

そして第3にグループワーカーは、ィ食生活場面

してメンバーの直面している課闘に個別に配

慰して、メンバ v が自分の問題解決のためにグ

ループを活用できるよう援助する。そのために

つ門クエストの多い手作りクッキーや話題のデ

ザー卜やケーキなど)や冷琉庫の残り物で調理さ

れた夜食で補強されたり 墜に張られたアイドル

やアクションヒ…口…などの'デ真や楽しんで作ら

れた装飾品などによって助長されたりする。集会

の開始の仕方、話し合いや終結の仕方、また食事

は、特別な話し合いの機会を設けてその解決の予 の出 どをめぐって一定のやり方をもってい

助けになるであろうプログラムを提案すること どの犠式や行事を行

よくみるが、グループのE堂的な生活場面や会話 う

く

いての

知時間の話し合いがねI能であり、そのような場面

では、決められた話し合いの場面より多くのニエ

ニークな発言やアイデア、その実行のための協力

が得られやすいことがある。また、それがグルー

プを過して行われることで、他のメンバーもワー

カーの配織の対象であることを知る機会が生まれ

と

プミーティングの前後や裂の機会を設け

ケースワークな

プ口グラムとの連携を凶る、などの援助が行われ

るべきことは当然である。J(窪田、 2000: 72) 

V メンバーの相互関係とグJ~-プの雰富鉱

ソナ

また生活場面におけるお

るうちに f自然に蓄積されたメンバ一同七の和江

作用などによって形成されるそれぞれ悟性的な雰

囲気をもっている。家賠的、ゆっくりとした、日

由、楽しい、落ち着いた、許界的、などと表現さ

れるそれぞれのグル…プの雰囲気を積極的に出則

して、メンバーの問題解決の助けにしようとグ

る

り

カラ才ケ大会そ

また全員が大妻子きなおや

c:c: 
:::>:::> 

は、ワーカーの力量を表すよい機会である。(窪

田、 2000: 72 -73) 

またメンバ一間には、いつの問にか相互援助の

関係が生まれてくることもある。例えば高校生な

どでは、居室集団の内外でつくられる仲良しグ

/レーブや、その子ども速が「掠り道にお茶を飲ん

だり、休みの告に産者に出かけたりすることを含

たらす可能性もグループワーカ』ーに

する力は、グループワーカーの拙7J1j援助によって

強化されるというよりは、よい仲間集団の中で、

相瓦に交換される援助関係を通じてこそ、養われ

るものであるJ、「同じ問題についての取り組み

における相互援助は、共通に必要な情報の交換、

の拡大などにもつながり、同じ仲間

としての共惑をもっ

う体験詣

ブ・グんー

屈しなくてはならないoJ (窪田、 2000: 

問事:養護施設の職員の中には、未だに職員が子

どもの問題を解決できる第1入者であり、職員の

働きかけによってのみ援助が可能であると自己の

能力を過信した指導が優先したり、同じ問題につ

いての取り組みが逆機能として働念、子ども達の

る問題が拡大することを恐れるあまり
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VI 活動ブ詰グラム

「ブ口グラムj と

る音楽会やスポーツ大

会・キャンプなどで配布される「式次第jや「行

事内科jなどを意味する概念ではない。グループ

ワーク実践の援助媒体として用いられるプ口グう

ムとは f集団を構成するメンバーとメンバ一、な

らがにメンバーとワーカーとの相乍用を促進し

ら、メンバーやグループがグループの目的に

った小集団活動を瞬間するように、プ口グラム

を計画し、その活動を展開して評価していく

の過程の全体J(日本社会福祉実践理論学会、

1993 : 142) のことを揺していう O すなわち、プ

された援助自標を達成する

意味し、メンバーがグルー

企画、実施、評価など、

られる。J(北JII清一、 1991: 147) またグループ

ワーク実践においては、メンバーやグル…ブが示

す興味や欲求を充足する子段として敢り組まれる

活動や行事などを「活動プ口グラム (activities

of program) Jと呼んでい

グループワ…クの実銭では、グループ内で取り

さまぎ誌な行動や活動の企掘、実施・評

などを含む-連のグループ過程を重視してい

る。したがって、このグループ道程に影響を与え

る活動ブ口グラムは、グループワーカーが取り

む援助過程の媒体として機能し、言語的コミュニ

ケーションと非言語的コミュニケーションによっ

て促進される。

グループワークの棋倒過程では、年齢や発達状

況に応じて、または、治療・教育的な配慮か

少人数のグノレープをつくることが要請される場合

もあるが、ほとんどの場合、そのような場合はも

ちろん、居室における一般的な卜数人、それ以上

ささのグループに対しても、さらにはテレ

ビ・ゲ…ムルームや茶の間的なくつろいだブロ

においてもグループワーカーは、

コミュ二ケーシ分ンの技法に通

それに剖熟していなくてはならない。子どもたち

には、
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や病院の監部らとの連携をはかりながらも、基本

的な|面接技法(ライフ・ペース・インタビュー等

や会話の手助けとなるゲーム、テレビ、

写真などを取り入れる技術をとのような実

り組みの中で試みることにも意義がある。

(窪田、 2000: 73 

「同時にグル…プワークの特色であるイン

しながら、くだ

けた雰密気の中にも大初な、真面目

また雰囲気を素手く明り替えて真亜日な話を深め

るというように、場面の転換(窪田、 2000: 

や切り替えができなくてはならない。

また、各種の多様な活動{アクティビティ〉が

(ゲーム。

それぞれ人類の長い暦

史や文化、社会の形成過程により産出され、それ

ぞれ深い入院理解と人間関係における知恵と実態

いる。これらの意味と、「さまざま

らを通して交わされる

なご3ミュニケーシランはグループワークの秒、告の

援助媒体となる。J(担問、 2000: 74) さらに作業

療法の研究などとも通じるが、ブログラム活動に

ついての心理的意味合いは絶えず念頭に置いてお

らい。例えば何か物を飛ば

たいという子どもがいて、たまたまおやつで出さ

ジュースがペットボトル存器に入っており、

そのペットボトん容器が需になったとする。ただ

投げて遊ぶだけでもよいのだが、やiか工作でもし

てみようということで ぺ、ソトボトルロケットを

ってみようという話がまとまる。そこ

る素粧とのかかわりが何を;意味する

かを考える機会が挺棋おれている る。ペッ

トボトル口ケットなど r:作等を製作する泊料:でげ)

子ども達同士の和互刺激や道具の共同使用な

合む交淀の意味や、さらにはその

の可能性、またできあがった作品の遊び方や保

(リサイクんなど)をめぐる人間関係の

掛開などについて、グル…ブワーカーには十分な

学習が求められる。また、日課からの少し解放さ

れるゲームや、歌うことが共同の情緒性を育んだ

り、室長立を考え、共に調理したり、隣のグループ

に分け合ったり、野外出動での新たな役割の獲得

等々、プログラムの心用的意味合いについての研
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究材料はきわめて豊富である。同時に年齢を考慮、

した社会施設・学校機関・職場等の見学や、他施

設機関との合同プログラムへの参加、国内外の交

流活動への参加などがもっ「社会的な意味もま

た、積極的な活用によって、集団の質や相互作用

に影響を与える。J(窪田、 2000: 74) 子ども達一・

人ひとりのニーズや心理的意味合いを考慮しない

不適切なプログラムは、子どもたちのストレスを

増長し、メンバーの不安を不必要に誘発し、衝動

的な行動につながる可能性は想像に難くない。

したがって活動プログラムにおいては、展開過

程上の選択や企画並びに実行の過程がきわめて重

要になる。柔軟な発想を基盤にした自由な意見が

表明され、十分な話し合いが行われなければなら

ない。またそのような企画の過程やプログラムの

選択を子ども自身や仲間同士の力の現実的な相互

評価や他者評価、自分たちの夢を実現するための

長期の生活形成能力・課題解決能力の獲得や、社

会資源の有効活用などの力をつけるための援助の

きっかけとして活用することも重要になる。

vn グループ内外の組織と環境

グループ内外の組織、そのグループを取り巻く

直接的な環境、地域の社会資源や環境条件など

は、グループワーカーが集団内の相互作用に望ま

しい影響を期待して用いる媒体である。児童養護

施設の場合、基本的な連携を必要とする施設外の

代表的な組織として、児童相談所、学校機関(幼

稚園・小、中学校、専門学校、高等学校、大学)、

病院、家庭裁判所、職業安定所等があるが、その

他に身近で日常的に利用できる機関にももっと目

を向ける必要がある。プラスの条件として、施設

内だけではなく「地域に日常的に利用できる公園

や体育館のような施設があるかどうか、博物館や

美術館、動物園などの公開講座、さらに地域内の

福祉機関などのボランティア団体受け入れの状況

また交通環境等々、またマイナスの条件としての

近隣の安全、騒音、川や海の汚染、荒廃した密集

住宅、近所の評判等がグループの活動に影響を与

える。J(窪田、 2000: 75)ほとんどの児童養護施

設が意識的に取り組んでいるが、グループ活動の

展開のなかで、新たな協力関係をいかにして創造
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していくかという課題が存在する。利用しやすい

公設のプールや野球場、美術館に子どもも楽しめ

る展示を含めてもらうことには制約をともなうこ

とがある。また、すでに関係が形成しつつある関

係機関・団体であっても、同じ施設を利用した

り、主催・後援団体に登録している他のグループ

との関係を考慮する必要がある。例えば市営の野

球場を使用する場合の日程調整会議への代表派

遣、施設対抗だけではなく地域のリトルリーグな

どとの共催試合への参加、競争関係、あるいは他

の野球をしているグループからの蔑視や賞賛等々

である。これら児童養護施設外の機関・団体・施

設等が要求するルールが、グループに及ぼす影響

は大きいし、現実的な計画能力を強めたり、新し

い試みへの挑戦のきっかけとなるなど、逆に新し

い援助の可能性を秘めてもいる。

以上の条件によって組織されるグループは、そ

の種類や規模、メンバーの選択方法(固定するか

オープンにするか)、メンバ一決定の手続き、在

籍期間の制限、主な活動プログラムなどが検討さ

れ決定される。いずれにしても、ここでは絶えず

メンバーのニーズに合わせた組織化が必要であ

り、組織は単に整備すればよいというものではな

い。(窪田、 2000: 76) 

咽終わりに

施設養護におけるグループを媒介としたソー

シャルワーク実践のあり方について、ソーシャル

グループワークの児童養護施設への適用という視

点から若干の検討を試みた。そこで本稿の意義と

現時点で、の限界性並び、に今後の検討課題について

述べる。本稿の意義は、以下の 2点に集約でき

る。

①ソーシャルグループワークにおける援助媒

体、そして児童養護施設における窪田援助媒体論

は、児童養護施設で生活する子ども達の生活状況

に援助媒体を活用してし1く方法について、単に理

論化に資するだけではなく例証の提示を試みてい

る。その仕方が実践現場の実務家にとって多くの

示唆を与えてくれるものと考える。

②集団性を排除できない施設での生活におい

て、社会福祉専門職としての職員が業務の遂行過



ゾ…シャルグループワークの児蓄を饗議擁設への適用

轄でj駆使する専門的な援助技術として、適切な援

助媒体を実践過程に活用することは、人聞が人間

らしく生ぎるととを制限する現環境を変えていく

ための視点を拡大し、多様なチャンネルを選択し

有効な道具として活用できる施設職員のあり方に

一窓の方向性を指し示してくれるものと考える。

次に、本稿の罷界1生であるが、

約できる。

2点に集

①ソーシャルグループワークの克叢養護施設へ

の適用という課婚を考察するためには、

ともなる生活過程とグループ活動の関謀、ゾ…

シャルグループワーク実賎の成立過程、基本原

場の理解、評語と訓練のあり方等が総体的に

検討されなければならない。

②史童養護施設で牛.活する子ども滞の生活状況

に援場媒体がどのように効果的であるのかを知る

ために社会福祉調査が本可欠であるが、

理等を行い、一定程疫の仮説的見解を示す上でも

サンプルが少ない。今後はケースの集積と援助媒

体の有効性についてさらに検討を加える必要があ

る。

今後の課題としては、

り組まれた援助媒体活用の報告を基仁、

って、実際にとの技備がどのように展開可能な

のかな検証し、児童養護施設に遣した実践のあり

方を模紫することである。
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